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霊
園
の
見
学
会
を

２
日
間
開
き
ま
す

市
は
、
市
営
大
住
霊
園
の

現
地
見
学
会
を
開
き
ま
す
。

開
催
日
＝
４
月
１７
日

・

市
は
、
市
営
大
住
霊
園
の

使
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
霊
園
は
、
本
市
が
管

理
・
運
営
す
る
は
じ
め
て
の

公
営
墓
地
。
既
存
の
小
林
共

同
墓
地
の
西
側
に
隣
接
し
て

整
備
し
ま
し
た
。

場
所
＝
大
住
小
林
地
区

（
左
図
の
と
お
り
）

募
集
区
画
＝
７
９
４
区
画

大
き
さ
＝
１
・
４４
平
方

（
１
・
２

四
方
）

使
用
料
（
永
代
使
用

料
）
＝
４０
万
円

管
理
料
（
年
額
）
＝
３
千

円
応
募
資
格
＝
次
の
こ
と
を

す
べ
て
満
た
す
人
▼
平
成
１５

年
５
月
１９
日
以
前
か
ら
引
き

続
い
て
本
市
に
住
所
を
有
す

る
世
帯
主
で
、
お
墓
を
お
祀

り
す
る
人
▼
墓
地
の
使
用
許
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奈
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自
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車
道
路�

手
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竜
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新
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府
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府
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八
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ＪＲ学
研
都
市
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手
幹
線
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市
は
、
平
成
１５
年
５

月
１
日
に
施
行
さ
れ
た

健
康
増
進
法
に
定
め
ら

れ
た
「
受
動
喫
煙
防
止
」

の
趣
旨
を
尊
重
す
る
た

め
、
４
月
１
日

か
ら

市
役
所
を
全
面
禁
煙
と

し
ま
す
。

市
は
、
市
役
所
正
面

玄
関
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ル
と
の
間
に
来
客

用
喫
煙
室
を
新
た
に
設

置
（
＝
右
図
）
し
、
現

在
、
市
民
ホ
ー
ル
と
各

階
に
設
け
て
い
る
喫
煙

コ
ー
ナ
ー
を
３
月
い
っ

ぱ
い
で
撤
去
し
ま
す
。

喫
煙
を
さ
れ
る
み
な

さ
ん
に
は
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
市
役

所
全
面
禁
煙
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

市
は
、
す
で
に
市
立

幼
稚
園
と
同
小
・
中
学

校
で
敷
地
・
施
設
内
で
、

消
防
署
・
消
防
出
張
所

で
は
施
設
内
で
全
面
禁

煙
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
施
設
で
も
分

煙
や
全
面
禁
煙
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
管
財
防

災
課
（

６４
・
１
３
１

４
）

市役所全面禁煙に伴い設置する来客用喫煙室�

中庭中庭�

来客用喫煙室�
↓�

来客用喫煙室�
↓�
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中庭�

市役所庁舎�

来客用駐車場�
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正面玄関�
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平和の塔�
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可
を
受
け
た
日
か
ら
３
年
以

内
に
墓
石
な
ど
を
設
置
で
き

る
人
▼
使
用
料
を
６
月
３０
日

ま
で
に
一
括
納
入
で
き
る

人
応
募
方
法
＝
３
月
１５
日

か
ら
生
活
環
境
課
・
北
部
住

民
セ
ン
タ
ー
・
中
部
住
民
セ

ン
タ
ー
・
三
山
木
福
祉
会
館

で
配
布
す
る
申
込
書
に
必
要

事
項
を
書
い
て
、
申
込
者
の

住
民
票
の
写
し
ま
た
は
外
国

人
登
録
原
表
記
載
事
項
証
明

書
と
申
込
書
に
同
封
し
て
い

る
封
筒
（
２
枚
）
に
８０
円
切

手
を
貼
っ
て
、
生
活
環
境
課

へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
遺

骨
を
お
持
ち
の
人
は
埋
火
葬

許
可
書
の
写
し
を
、
遺
骨
を

改
葬
さ
れ
る
人
は
改
葬
許
可

書
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い

受
付
期
間
＝
４
月
１２
日

〜
３０
日

受
付
は
４
月
１２
日
か
ら

公
開
抽
選
日
時
・
場
所
＝

５
月
１９
日

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

問
合
せ
先
＝
生
活
環
境
課

（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３
京

田
辺
市
田
辺
８０
、

６４
・
１

３
６
６
）

１８
日時

間
＝
午
前
１０
時
〜
午
後

３
時場

所
＝
市
営
大
住
霊
園

問
合
せ
先
＝
生
活
環
境
課

（

６４
・
１
３
６
６
）

小
林
共
同
墓
地
に
隣
接
し
て
整
備
す
る
市
営
大
住
霊
園
の
完
成
予
想
図

小
林
共
同
墓
地
に
隣
接

永
代
使
用
料
は
４０
万

７９４
区
画
を
売
り
出
し

区
画
を
売
り
出
し�

７９４
区
画
を
売
り
出
し

区
画
を
売
り
出
し�

７９４
区
画
を
売
り
出
し�

市
役
所
が
全
面
禁
煙

喫
煙
室
を
正
面
玄
関
横
に
設
置

4月1日から

開園に向けて工事が進む市営大住霊園
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難
聴
者
な
ど
対
象
に

研
修
と
交
流
会

府
は
、
難
聴
者
と
中
途
失

弱
視
を
有
効
活
用

補
助
具
類
の
紹
介

府
身
体
障
害
者
更
生
相
談

所
は
、
現
存
す
る
視
力
を
有

効
に
活
用
で
き
る
補
助
具
類

の
紹
介
や
選
び
方
・
使
い
方

の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
の
説

明
会
を
開
き
ま
す
。

当
日
は
、
府
立
医
大
病
院

眼
科
医
師
が
来
所
し
、
相
談

会
も
行
い
ま
す
。

日
時
＝
３
月
１１
日

午
後

２
時
〜
４
時

場
所
＝
サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ

ィ
ー
ズ
城
陽

対
象
者
＝
視
覚
障
害
者

（
弱
視
）
の
人
と
そ
の
家
族

問
合
せ
先
＝
▼
府
身
体
障

害
者
更
生
相
談
所
（

５５
・

４
１
１
９
）
▼
サ
ン
・
ア
ビ

リ
テ
ィ
ー
ズ
城
陽
（

５３
・

市
は
、
介
護
保
険
に
よ
る

福
祉
用
具
（
車
い
す
・
歩
行

器
お
よ
び
歩
行
補
助
杖
）
の

貸
与
を
受
け
ら
れ
た
人
が
身

体
障
害
者
手
帳
を
持
ち
か

つ
、
一
定
程
度
以
上
の
障
害

が
あ
る
時
、
介
護
保
険
制
度

に
よ
り
自
己
負
担
し
た
額
を

助
成
し
ま
す
。

内
容
＝
介
護
保
険
制
度
に

よ
る
、
平
成
１５
年
７
〜
１２
月

の
福
祉
用
具
貸
与
の
自
己
負

担
額
を
助
成

助
成
す
る
福
祉
用
具
名
と

対
象
者
＝
下
表
の
と
お
り

申
請
時
に
必
要
な
も
の
＝

▼
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額

の
領
収
書
▼
介
護
保
険
被
保

険
者
証
の
写
し
▼
印
鑑
▼
銀

行
な
ど
の
口
座
番
号
が
わ
か

る
も
の

申
請
期
間
＝
３
月
１
日

〜
３１
日

申
請
・
問
合
せ
先
＝
社
会

福
祉
課（

６４
・
１
３
７
２
）

介
護
保
険
を
受
給
し
て
い

る
人
で
、
こ
れ
ま
で
身
体
障

ス
ト
マ
用
装
具
の

申
請
は
年
２
回
に

市
は
、
身
体
障
害
者
補
装

具
給
付
制
度
に
あ
る
ス
ト
マ

用
装
具（
蓄
尿
袋
・
蓄
便
袋
）

の
申
請
を
昨
年
度
か
ら
利
用

者
の
便
宜
を
図
る
た
め
、
年

２
回
の
申
請
と
し
て
い
ま

す
。申

請
・
交
付
時
期
な
ど
＝

上
表
の
と
お
り

く
わ
し
く
は
、
社
会
福
祉

課
（

６４
・
１
３
７
２
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
造
園
建
設
業
協
会
が
緑

化
の
た
め
に
、
ケ
ヤ
キ
を
１

本

技
能
修
得
資
金

府
は
、
経
済
的
な
理
由
で

技
能
修
得
が
困
難
な
世
帯

で
、
専
門
学
校
な
ど
の
施
設

で
技
能
を
修
得
す
る
人
に
、

技
能
修
得
資
金
を
支
給
し
ま

す
。対

象
者
＝
平
成
１６
年
３
月

に
中
・
高
等
学
校
を
卒
業
見

込
み
で
、
低
所
得
世
帯
に
属

す
る
人

市
は
、
中
・
高
等
学
校
を

卒
業
な
ど
し
て
就
職
す
る
人

に
支
度
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
＝
中
・
高
等
学
校
を

卒
業
・
退
学
ま
た
は
技
能
習

得
訓
練
を
終
了
後
１
か
月
以

内
に
就
職
す
る
、
低
所
得
世

帯
に
属
す
る
人

低
所
得
世
帯
の
所
得
基
準

は
、
世
帯
構
成
な
ど
で
異
な

り
ま
す
。

日
雇
い
・
パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト
な
ど
の
臨
時
的
な
就

職
、
自
営
業
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
委
員
会
を
公
開

市
は
、
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
委
員
会
を
市
民
や
本
市

高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ

れ
て
い
る
人
と
そ
の
家
族
に

公
開
し
ま
す
。

開
催
日
＝
３
月
２２
日

集
合
時
間
＝
午
後
１
時
３０

助成する福祉用具と対象者�
上下肢機能障害者�下肢機能障害者�福祉用具名�

1級または2級�車いす�
車いすの付属品�

歩行器�

体幹機能障害者�

歩行補助杖�

1級から3級まで�

1級から5級まで�

1級から6級まで�

害
者
福
祉
法
の
補
装
具
給
付

制
度
で
給
付
を
受
け
ら
れ
た

補
装
具
（
車
い
す
・
歩
行
器

お
よ
び
歩
行
補
助
杖
）
を
修

理
を
し
て
使
用
で
き
る
時

は
、
耐
用
年
数
を
超
え
て
も

補
装
具
給
付
制
度
で
修
理
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

寄

付

寄

付

�

寄

付

人

事

�

表

彰

�

同
志
社
と
京
田
辺
市
が

意
見
交
換
す
る
懇
談
会
が
２

月
１８
日
、
市
役
所
で
開
か
れ

ま
し
た
。

初
め
に
久
村
哲
市
長
が

「
同
志
社
の
あ
る
ま
ち
を
基

本
に
、
同
志
社
の
隆
盛
と
と

も
に
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
挨
拶
。
八
田
英
二
同
志
社

大
学
長
は
、
京
田
辺
キ
ャ
ン

パ
ス
が
開
校
し
て
１８
年
が
経

過
、
大
学
と
い
う
垣
根
を
取

り
払
っ
て
市
民
と
交
流
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
努
力
し
た

い
。
地
域
の
理
解
な
し
に
大

学
の
発
展
は
な
く
、
今
後
も

地
域
発
展
に
寄
与
し
て
い
く

と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

森
田
潤
司
同
志
社
女
子
大
学

長
は
、
質
の
高
い
薬
剤
師
の

養
成
を
目
指
し
、
平
成
１７
年

４
月
に
「
薬
学
部
」
を
京
田

辺
キ
ャ
ン
パ
ス
に
開
設
す
る

構
想
を
発
表
。

こ
の
他
、
学
生
の
ま
ち
づ

く
り
へ
の
参
加
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
受
け
入
れ
な
ど
、
地
域
と

の
連
携
を
さ
ら
に
充
実
強
化

６
６
４
４
）
▼
社
会
福
祉
課

（

６４
・
１
３
７
２
）

申
請
・
問
合
せ
先
＝
社
会

福
祉
課（

６４
・
１
３
７
０
）

す
る
た
め
、
包
括
的
に
対
応

で
き
る
窓
口
の
設
置
な
ど
の

要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

一
方
、
本
市
か
ら
は
、
廣

野
信
助
役
が
平
成
１６
年
度
の

事
業
計
画
を
説
明
、
岡
本
仁

助
役
は
ま
ち
づ
く
り
に
学
生

さ
ん
を
ど
の
よ
う
な
形
で
参

対
象
施
設
＝
技
能
修
得
期

間
が
１
年
以
上
で
、
授
業
時

間
が
１
週
間
に
１８
時
間
以
上

あ
る
施
設

申
請
期
間
＝
▼
第
１
次
申

請
…
３
月
１９
日

ま
で
▼
第

ストマ用装具の申請時期など�
申請時期�交付時期�

4月初旬�

7月初旬�
3月中�

1枚（8・9月分）�

3枚（10・11月分）（12・1月分）（2・3月分）�

2枚（4・5月分）（6・7月分）�

交　　　付　　　券�

第1回�

第2回� 9月中� 10月初旬�

低
所
得
世
帯
の
人
を
対
象
に

就
職
支
度
金
を
支
給

２
次
申
請
…
４
月
中
旬
ま
で

申
請
・
問
合
せ
先
＝
▼
田

辺
保
健
所
（

６３
・
５
７
４

７
）
▼
社
会
福
祉
課
（

６４
・
１
３
７
０
）

調
者
の
研
修
と
交
流
会
を
開

き
ま
す
。

日
時
＝
３
月
３１
日

午
前

１０
時
３０
分
〜
午
後
３
時
３０
分

集
合
場
所
・
時
間
＝
木
津

駅
・
午
前
９
時
３０
分

場
所
＝
レ
イ
ク
フ
ォ
レ
ス

ト
リ
ゾ
ー
ト
（
南
山
城
村
）

対
象
＝
府
南
部
に
在
住
す

る
難
聴
者
と
そ
の
家
族
、
介

護
者
・
要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル

員
内
容
＝
温
泉
入
浴
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

参
加
費
＝
１
５
０
０
円

し
め
き
り
＝
３
月
１５
日

申
込
・
問
合
せ
先
＝
府
難

聴
者
協
会
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
実

行
委
員
会
　
西
村
（

３２
・

２
９
４
０
、

３３
・
１
１
１

９
）

市が自己負担額を助成します

一
定
以
上
の

障
害
あ
る
人

介護保険による福祉用具�介護保険による福祉用具�介護保険による福祉用具�

2月18日に市役所で行われた 同志社と京田辺市との懇
談会であいさつをする久村市長

画
し
て
も
ら
う
の
が
い
い
の

か
検
討
し
た
い
。
同
志
社
と

の
連
携
に
つ
い
て
も
将
来
の

包
括
協
定
も
視
野
に
入
れ
、

市
民
を
巻
き
込
ん
だ
形
で
行

政
と
の
連
携
を
さ
ら
に
充
実

し
て
い
き
た
い
と
、
懇
談
会

を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

分
場
所
＝
市
役
所
３
０
５
会

議
室定

員
＝
１５
人
。
申
し
込
み

者
が
多
数
の
時
は
、
抽
選
し

ま
すし

め
き
り
＝
３
月
１９
日

正
午申

込
・
問
合
せ
先
＝
高
齢

介
護
課（

６４
・
１
３
７
３
）

D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D

同
志
社
と
連
携
強
化
へ

学
生
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
な
ど

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
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なやみごと（人権・行政）相談�なやみごと（人権・行政）相談�
時と場所�

毎月 第２水曜日（市役所会議室または�
　　　　　　　　  中央公民館会議室）�
 　第４水曜日（北部住民センター�

  　　　　　　　　または三山木福祉会館）
いずれも午後１時３０分～４時�

祝日はありません�

？�
？�

？
�

費用は無料で、秘密は固く守ります。�
お気軽にご利用ください。�

問合せ先＝人権啓発課（�62-4343）�

標
準
小
作
料
を
改
定

地
域
に
あ
う
料
金
に

農
業
委
員
会
は
、
今
年
か

ら
の
標
準
小
作
料
を
上
表
の

と
お
り
改
定
し
ま
し
た
。

標
準
小
作
料
は
、
農
業
の

担
い
手
を
育
て
る
意
味
で

も
、
ま
た
、
農
地
の
貸
し
手

に
信
頼
さ
れ
る
意
味
で
も
地

域
の
実
情
に
あ
っ
た
料
金
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
改
定
は
、
農
業
を

取
り
巻
く
国
内
外
の
諸
事
情

を
考
え
、
小
作
料
協
議
会
や

農
業
委
員
会
で
十
分
協
議
し

福
祉
（
老
人
）
医
療
制
度

と
は
、
健
康
保
険
で
受
診
し

た
時
の
自
己
負
担
金
の
一
部

を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

対
象
と
な
る
人
は
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
満
６５

〜
６９
歳
の
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
で
す
。

①
１
人
暮
ら
し
の
人
②
満

６０
歳
以
上
の
人
だ
け
で
構
成

す
る
世
帯
の
人（
老
人
世
帯
）

③
所
得
税
が
課
せ
ら
れ
て
い

な
い
世
帯
の
人

た
だ
し
、
①
と
②
は
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
人
は
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の
＝
健

康
保
険
証
・
印
鑑

申
請
・
問
合
せ
先
＝
高
齢

介
護
課（

６４
・
１
３
７
４
）

入
院
費
な
ど
の

限
度
額
が
変
更

福
祉
（
老
人
）
医
療
制
度

の
受
給
者
の
み
な
さ
ん
が
医

療
機
関
に
支
払
う
外
来
・
入

院
費
の
１
か
月
の
限
度
額
は

左
表
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
市
は
世
帯
す
べ
て

の
世
帯
員
が
市
民
税
非
課
税

で
あ
る
人
に
は
、
条
件
に
よ

っ
て「
低
所
得
者
Ⅰ（
注
２
）」

「
低
所
得
者
Ⅱ
」
の
限
度
額

適
用
認
定
証
を
交
付
し
ま

す
。申

請
に
必
要
な
も
の
＝
健

康
保
険
証
・
福
祉
医
療
費
受

給
者
証
・
印
鑑

１
か
月
の
医
療
費
の
支
払

い
が
自
己
負
担
限
度
額
を
超

え
た
時
は
、
高
額
医
療
費
と

し
て
超
え
た
分
が
払
い
戻
さ

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４

月
１
日
現
在
に
登
録
さ
れ
て

い
る
所
有
者
に
対
し
て
課
さ

れ
る
税
金
で
す
。

原
付
バ
イ
ク
な
ど
を
回
収

業
者
に
出
し
た
、
売
っ
た
、

譲
っ
た
、
盗
難
に
あ
っ
た
な

ど
で
実
際
に
持
っ
て
い
な
く

て
も
、
廃
車
な
ど
の
手
続
き

を
し
な
い
と
い
つ
ま
で
も
こ

の
税
金
が
課
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

廃
車
な
ど
の
手
続
き
は
、

４
月
１
日
ま
で
に
必
ず
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

４
月
２
日
以
降
に
廃
車
な

ど
の
手
続
き
を
さ
れ
て
も
、

月
割
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
そ
の
年
度
分
の
税
金
は

全
額
納
め
て
い
た
だ
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

原
付
バ
イ
ク
（
１
２
５
㏄

以
下
）
や
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど

教
育
委
員
会
は
、
今
年
４

月
に
小
・
中
学
校
へ
入
学
予

定
の
子
ど
も
を
お
持
ち
の
保

護
者
あ
て
に
、
１
月
末
日
ま

で
に
「
就
学
通
知
書
」
を
発

送
し
ま
し
た
。

ま
だ
、
同
書
が
届
い
て
い

な
い
人
は
、
す
ぐ
に
学
校
教

育
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

510kg以上�

450kg未満�

450kg以上�

10a当たり基準収穫量�

16,000円�

農地の区分�

11,000円�

上田�

下田�

中田�

7,000円�

小作料の標準額�

480kg

農地区分は定めない�

450kg

標準額算出収穫量�

510kg

5,600円�

田�

の�

部�

畑の部�

標準小作料（平成16年から適用）�

自己負担限度額�

注1　受給者および65歳以上の世帯員の課税所�
得が124万円以上で収入合計が637万円�
（単身世帯は450万円）以上の時�

注2　世帯員全員の各所得（雑所得に係る公的�
年金等控除は65万円で判定）がいずれも�
0円の時�

40,200円�

外　　来�
（個人ごと）�

�

12,000円�

低所得者Ⅱ�
（低所得者Ⅰ
以外の人）�

40,200円�

72,300円＋医療
費が361,500円
を超えた時は超
えた分の1％�

15,000円�

一定以上の所得�
（注１）�

自己負担限度額　�

外来＋入院�
（世帯ごと）�

24,600円�

一　　　般�

8,000円�

非
課
税
世
帯�

住
　
民
　
税�

低所得者Ⅰ�
（注2）�

訂
正
と
お
詫
び

広
報
き
ょ
う
た
な
べ
２
月

１
日
号
の
「
高
等
学
校
の
修

学
に
要
す
る
経
費
の
支
給
」

の
記
事
の
中
で
、
田
辺
保
健

所
の
電
話
番
号
は
６３
・
５
７

４
５
の
誤
り
で
し
た
。

訂
正
し
て
、
お
詫
び
し
ま

す
。

廃
車
手
続
き

廃
車
手
続
き
お
忘
れ
な
く

忘
れ
な
く�
廃
車
手
続
き
お
忘
れ
な
く�

の
廃
車
手
続
き
は
次
の
と
お

り
で
す
。

手
続
方
法
＝
印
鑑
と
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
持
っ
て
、

税
務
課
で
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
代
理
人
が
手
続
き
さ
れ

る
時
は
、
委
任
状
が
必
要
で

す
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
な

く
て
も
廃
車
の
手
続
き
は
で

き
ま
す
が
、
事
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
軽
自
動
車
や
１
２

６
㏄
以
上
の
バ
イ
ク
な
ど
の

各
種
手
続
き
場
所
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

▼
軽
自
動
車（
３
・
４
輪
）

と
バ
イ
ク
（
１
２
６
〜
２
５

０
㏄
）
…
軽
自
動
車
検
査
協

会
（
京
都
市
伏
見
区
竹
田
向

代
町
５１
・
１２
、

０
７
５
・

６
７
１
・
０
９
２
８
）
▼
バ

イ
ク
（
２
５
１
㏄
以
上
）
…

京
都
運
輸
支
局
（
京
都
市
伏

見
区
竹
田
向
代
町
３７
、

０

７
５
・
６
８
１
・
９
７
６

１
）年

度
末
は
大
変
混
雑
し
ま

す
の
で
お
早
め
に
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
税
務
課

（

６４
・
１
３
１
７
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

行
っ
た
も
の
で
す
。

問
合
せ
先
＝
農
業
委
員
会

い
。子

ど
も
が
市
立
小
・
中
学

校
以
外
の
学
校
へ
入
学
す
る

時
は
、
入
学
許
可
書
と
印
鑑

を
持
っ
て
、
必
ず
３
月
３１
日

ま
で
に「
区
域
外
入
学
届
」

の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。く

わ
し
く
は
、
学
校
教
育

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
と
選

挙
管
理
委
員
会
は
、
市
民
の
み
な

さ
ん
に
身
近
な
市
政
に
関
す
る
話

題
か
ら
政
治
に
関
心
を
も
っ
て
も

ら
お
う
と
、
白
バ
ラ
研
修
会
を
２

月
１９
日
に
中
部
住
民
セ
ン
タ
ー
で

開
き
、
参
加
し
た
市
民
５０
人
は
講

師
ら
の
話
を
熱
心
に
聞
き
入
り
ま

し
た
（
＝
写
真
）。

「
白
バ
ラ
」
が
明
る
い
選
挙
の

象
徴
と
な
っ
た
の
は
、

選
挙
・
政
治
浄
化
の
た

め
に
活
躍
し
た
明
治

時
代
の
政
治
家
が
白

バ
ラ
を
胸
に
つ
け
て

国
会
へ
登
院
し
た
の
が
、
始
ま
り

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

研
修
会
で
は
、
本
市
の
岡
本
仁

助
役
が
「
京
田
辺
市
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
」
講
演
。
ま
た
、
選

挙
管
理
委
員
会
職
員
が
昨
年
暮
れ

か
ら
不
在
者
投
票
制
度
に
代
わ
り

新
た
に
始
ま
っ
た
「
期
日
前
投
票

制
度
」
に
つ
い
て
説
明
を
し
ま
し

た
。

れ
ま
す
。
該
当
す
る
人
は
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の
＝
健

康
保
険
証
・
福
祉
医
療
費
受

給
者
証
・
保
険
点
数
の
書
か

れ
た
領
収
証
・
郵
便
局
以
外

の
振
込
先
・
印
鑑

申
請
・
問
合
せ
先
＝
高
齢

介
護
課（

６４
・
１
３
７
４
）

課
（

６４
・
１
３
９
２
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対象は自ら工場を建設し資力のある人

市
は
、
本
年
度
か
ら
工
場
用
地

の
造
成
工
事
を
行
っ
て
い
る
大
住

工
業
地
区
に
進
出
を
希
望
す
る
企

業
に
公
募
（
コ
ン
ペ
）
方
式
で
造

成
地
を
分
譲
し
ま
す
。

対
象
地
域
・
面
積
＝
大
住
門

田
・
約
１
・
７４

公
募
資
格
＝
分
譲
地
で
自
ら
が

工
場
を
建
設
し
、
資
力
を
有
す
る

人
し
め
き
り
＝
３
月
３１
日

市
が
設
置
す
る
審
査
会
で
、
応

募
者
の
審
査
を
行
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
産
業
立
地
室

（

６４
・
１
３
１
９
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

工業用地を分譲�工業用地を分譲�

届
い
て
な
い
人
は
連
絡
を

区
域
外
入
学
届
け
は
３
月
末
ま
で
に

就学通知書

原付バイクなど

軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
現
在
で
課
税

事
務
局（

６４
・
１
３
６
８
）

白
バ
ラ
研
修
会
を
開
く

明
る
い
選
挙
め
ざ
し

明
る
い
選
挙
め
ざ
し�

明
る
い
選
挙
め
ざ
し�

健
康
保
険
で
受
診
時

自
己
負
担
金
を
一
部
助
成

福
祉（
老
人
）

医
療
制
度
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広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

聴
課
（

聴
課
（
�
６４
・
１
３
２
０
）
へ

１
３
２
０
）
へ�

�

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

聴
課
（
�
６４
・
１
３
２
０
）
へ�

た
い
あ
っ
ぷ
住
宅
の

入
居
者
募
集
し
ま
す

府
住
宅
供
給
公
社
は
、

「
た
い
あ
っ
ぷ
住
宅
（
京
都

府
中
堅
勤
労
者
向
け
公
共
賃

貸
住
宅
）」
の
入
居
者
を
募

集
し
ま
す
。

た
い
あ
っ
ぷ
住
宅
と
は
、

府
が
家
賃
の
一
部
を
一
定
期

間
補
助
す
る
こ
と
で
、
入
居

者
の
家
賃
を
軽
減
す
る
民
間

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

①
電
子
レ
ン
ジ
②
掃
除
機

③
ホ
ー
ム
こ
た
つ
（
で
き
れ

ば
長
方
形
）
④
フ
ァ
ク
ス
付

き
電
話
機
⑤
パ
ソ
コ
ン
と
プ

リ
ン
タ
ー
⑥
ピ
ア
ノ

上
水
道
指
定
工
事
店

水
道
部
は
、
次
の
と
お
り

上
水
道
指
定
工
事
店
を
追
加

し
ま
し
た
。

上
水
道
指
定
工
事
店
＝
▼

森
長
工
業
…
枚
方
市
須
山

町
１６
番
地
７
号
（

０
７

２
・
８
４
０
・
２
３
０
３
）

▼
㈲
西
脇
産
業
…
相
楽
郡
加

茂
町
大
字
美
浪
小
字
椚
５
番

（

７６
・
７
０
７
０
）
▼
㈲

木
下
工
業
所
…
宇
治
市
小
倉

町
寺
内
６７
番
地
（

２１
・
２

６
８
９
）
▼
京
栄
水
道

…

京
都
市
右
京
区
西
院
金
槌
町

１１
番
地
（

０
７
５
・
３
１

１
・
０
５
２
１
）

く
わ
し
く
は
、
水
道
部

（

６２
・
０
４
１
４
）
へ
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

再
生
資
源
の
集
団

回
収
団
体
を
募
集

市
は
、
ご
み
の
減
量
化
と

資
源
の
有
効
利
用
推
進
の
た

め
、
古
紙
な
ど
の
資
源
回
収

を
行
う
各
種
団
体
に
補
助
金

を
出
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
循
環
型
社
会
の

構
築
に
向
け
、
再
生
資
源
集

市
は
、
み
な
さ
ん
の
生
活

の
一
助
と
し
て
消
費
生
活
に

関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に

つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
を

掲
げ
る
健
康
食
品
に
つ
い
て

で
す
。

『「
こ
の
健
康
食
品
で
、
食

事
療
法
を
し
な
く
て
も
普
通

に
食
べ
て
体
重
ダ
ウ
ン

」

と
い
う
チ
ラ
シ
を
見
て
、
電

話
で
申
し
込
ん
だ
。
２
日
後

に
代
金
引
換
便
で
６
千
円
を

払
い
、
小
包
を
開
け
た
ら

「
飲
む
前
に
必
ず
お
電
話
く

だ
さ
い
」
と
書
い
た
手
紙
が

同
封
さ
れ
て
い
た
の
で
電
話

を
し
た
。
業
者
か
ら
質
問
さ

れ
る
ま
ま
に
や
せ
た
い
理
由

や
理
想
の
体
重
を
答
え
た
と

こ
ろ
、
業
者
は
先
の
健
康
食

品
だ
け
で
は
無
理
。
い
ろ
い

ろ
な
生
活
習
慣
を
改
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
美
容
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
が
電
話
で
ア
ド
バ

イ
ス
す
る
の
で
と
別
の
健
康

食
品
も
勧
ら
れ
、「
こ
れ
な

ら
４
か
月
で
１０

や
せ
る
こ

と
を
保
証
す
る
」
と
言
わ
れ

た
。
３０
万
円
も
し
た
の
で
分

割
で
支
払
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。
４
か
月
間
、
一
生
懸
命

飲
ん
だ
が
何
も
や
せ
な
か
っ

た
。
係
に
電
話
を
し
た
が
不

在
で
つ
な
が
ら
ず
、
そ
の
後

ハ
ガ
キ
で
苦
情
を
言
っ
た
が

何
の
返
事
も
な
か
っ
た
』。

「
や
せ
る
」
と
言
う
や
せ

身
効
果
を
う
た
っ
た
健
康
食

品
の
広
告
は
、
薬
事
法
に
違

反
ま
た
は
抵
触
す
る
お
そ
れ

が
あ
り
、
ま
た
販
売
方
法
に

も
問
題
が
あ
り
ま
す
。

安
い
価
格
の
も
の
を
売

り
、
そ
の
商
品
が
届
い
た
時

点
で
「
飲
む
前
に
必
ず
電
話

を
す
る
よ
う
に
」
と
書
か
れ

た
書
面
を
見
て
、
消
費
者
は

電
話
を
し
て
新
た
な
商
品
を

購
入
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

電
話
で
勧
め
ら
れ
契
約
し

た
も
の
は
、
契
約
日
を
含
め

８
日
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ

ン
グ
オ
フ
で
解
約
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

広
告
に
は
良
い
こ
と
ば
か

り
が
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、

人
に
よ
っ
て
体
質
も
生
活
状

況
も
異
な
る
の
で
、
効
果
が

あ
る
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま

せ
ん
。
広
告
や
セ
ー
ル
ス

ト
ー
ク
を
う
の
み
に
し
た

り
、
惑
わ
さ
れ
た
り
し
な
い

よ
う
気
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。困

っ
た
時
に
は
、
早
め
に

消
費
生
活
相
談
窓
口
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
毎
週
水
・
金
曜
日

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

場
所
＝
市
役
所
３
階
３
０

６
号
会
議
室

問
合
せ
先
＝
産
業
振
興
課

（

６４
・
１
３
６
０
）

ゆ
ず
り
ま
す

①
ワ
ー
プ
ロ
（
有
料
）
②

Ｂ
型
ベ
ビ
ー
カ
ー
（
有
料
）

③
ク
ー
フ
ァ
ン
（
赤
ち
ゃ
ん

移
動
用
か
ご
、
有
料
）

受
付
開
始
日
時
＝
３
月
５

日

午
前
８
時
３０
分
か
ら

申
込
・
問
合
せ
先
＝
産
業

振
興
課（

６４
・
１
３
６
０
）

常
磐
苑
で
教
室
開
く

市
は
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
常
磐
苑
で
ク
ッ
キ
ン
グ

教
室
と
大
正
琴
教
室
を
開
き

ま
す
。

【
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
】

開
催
日
＝
毎
月
第
２
火
曜

日
時
間
＝
午
前
１０
時
〜
午
後

１
時講

師
＝
府
栄
養
士
会
の
H

村
ま
ゆ
み
さ
ん

参
加
費
＝
３
０
０
円

定
員
＝
１０
人

し
め
き
り
＝
３
月
１９
日

応
募
多
数
の
時
は
、
抽
選

し
ま
す
。

団
回
収
団
体
を
募
集
し
ま

す
。今

年
度
も
子
ど
も
会
や
自

治
会
な
ど
の
６１
団
体
が
集
団

回
収
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

補
助
対
象
団
体
＝
自
治
会

や
子
ど
も
会
な
ど
、
営
利
を

目
的
と
し
な
い
団
体

補
助
金
額
＝
▼
新
聞
・
段

ボ
ー
ル
・
布
類
・
雑
誌
…
１

あ
た
り
６
円
▼
金
属
・
ビ

ン
…
１

あ
た
り
３
円

申
込
方
法
＝
環
境
衛
生
セ

ン
タ
ー
甘
南
備
園
に
備
え
付

け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
書
い
て
、
提
出
し
て
く
だ

さ
いく

わ
し
く
は
、
清
掃
衛
生

事
業
室
（
環
境
衛
生
セ
ン

タ
ー
甘
南
備
園
内
、

６２
・

４
３
２
８
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
大
正
琴
教
室
】

開
催
日
＝
毎
週
水
曜
日

時
間
＝
正
午
〜
午
後
３
時

の
う
ち
１
時
間

講
師
＝
野
村
力
さ
ん

参
加
費
＝
無
料

定
員
＝
先
着
１０
人

受
付
開
始
日
＝
３
月
５
日

【
場
所
】

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
常
磐

苑【
対
象
】

市
内
に
在
住
す
る
６０
歳
以

上
の
人

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
常
磐

苑
（

６２
・
３
６
４
３
）

２
月
８
日
に
市
民
駅
伝
大

会
が
開
か
れ
、
学
生
や
地
域

な
ど
で
構
成
さ
れ
た
２９
チ
ー

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
走
者
の
み
な
さ
ん
は
、

１
本
の
た
す
き
を
必
死
の
形

相
で
次
の
走
者
に
つ
な
い
で

い
ま
し
た
。

上
位
の
記
録
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▼
一
般
の
部
＝
①
Ｔ
Ａ
Ｓ

Ｕ
Ｋ
Ｉ
・
精
華
リ
レ
ー
（
１

時
間
７
分
１６
秒
）
②
不
法
投

棄
監
視
委
員
会
（
１
時
間
８

分
２２
秒
）
③
一
休
ケ
丘
（
１

時
間
８
分
４７
秒
）
▼
女
子
の

部
＝
①
同
志
社
国
際
Ｃ
（
１

時
間
１２
分
４７
秒
）
②
田
辺
中

（
１
時
間
２１
分
２８
秒
）
③
走

ろ
う
会
女
子
（
１
時
間
２３
分

５５
秒
）
▼
学
生
の
部
＝
①
網

戸
に
虫
来
な
い
（
１
時
間
０

分
２０
秒
）
②
同
志
社
大
学
陸

上
競
技
部
（
１
時
間
０
分
４３

秒
）
③
同
志
社
大
学
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
ク
ラ
ブ
Ａ
（
１
時

間
１
分
１２
秒
）

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
澤
井
家
住
宅
の

保
存
修
理
工
事
に
先
立
ち
２

月
１１
日
に
起
工
式
が
行
わ

れ
、
工
事
の

安
全
を
祈
願

し
ま
し
た
。

起
工
式
に

は
、
地
元
の

人
を
は
じ
め
、

約
５０
人
が
参

加
。
施
主
を

代
表
し
あ
い

さ
つ
を
行
っ

た
澤
井
公
和

さ
ん
は
、「
修

理
は
先
代
か

ら
の
悲
願
だ

っ
た
の
で
喜

ん
で
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な

も
の
に
な
る
か
楽
し
み
で

す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

同
住
宅
は
江
戸
時
代
中

期
、
１
７
４
０
年
に
建
て
ら

れ
、
当
時
の
一
般
の
農
家
と

は
異
な
っ
た
形
式
・
間
取
り

を
と
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が

特
徴
。
建
物
の
面
積
は
約
２

７
０
平
方

修
理
は
、
同
住
宅
の
老
朽

化
に
伴
い
、
澤
井
家
か
ら
委

託
を
受
け
た
府
教
育
委
員
会

が
３
年
か
け
て
行
う
予
定
。

屋
根
や
天
井
な
ど
を
解
体

し
、
古
く
な
っ
た
柱
や
梁
を

補
修
・
取
り
替
え
た
上
で
、

当
時
の
材
料
や
技
法
を
用
い

な
が
ら
再
び
組
み
立
て
て
い

き
ま
す
。

市
は
、
各
種
統
計
調
査
員
の
平
成
１６

年
度
登
録
者
の
募
集
を
し
ま
す
。

登
録
期
間
は
、
平
成
１６
年
４
月
１
日

か
ら
１
年
間

で
す
。

応
募
資
格
＝

市
内
に
在
住
す

る
１８
歳
以
上
の
人
で
、
調
査
に
熱
意
が

あ
る
人
。
自
動
車
、
バ
イ
ク
が
運
転
で

き
る
人
を
特
に
歓
迎
し
ま
す

仕
事
内
容
＝
▼
調
査
票
の
配
布
・
記

入
依
頼
・
回
収
▼
調
査
書
類
な
ど
の
審

査
提
出
▼
研
修
・
講
習
会
な
ど

申
込
方
法
＝
広
報
広
聴
課
に
備
え
付

け
の
「
統
計
調

査
員
登
録
カ
ー

ド
」
に
必
要
事

項
を
書
い
て
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
３
月
３１
日

申
込
・
問
合
せ
先
＝
広
報
広
聴
課

（

６４
・
１
３
２
０
）

国
民
年
金
保
険
料
学

生
納
付
特
例
の
平
成
１６

年
度
の
申
請
受
け

付
け
が
４
月
１
日

か
ら
始
ま
り
ま

す
。同

制
度
は
、
学

生
本
人
の
前
年
所

得
が
一
定
の
基
準

以
下
の
時
、
申
請

し
て
承
認
さ
れ
る

と
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
も

の
で
す
。
承
認
期

間
は
申
請
の
あ
っ

た
月
の
前
月
か
ら
翌
年

３
月
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
申
請
は
、
毎
年
必

要
で
す
。
届
け
出
が
遅

れ
た
時
は
、
承
認

前
の
期
間
に
保
険

料
を
納
め
て
い
な

け
れ
ば
「
未
納
期

間
」
と
な
り
ま
す
。

事
故
や
病
気
で
障

害
が
残
っ
た
時
、

障
害
基
礎
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
出

来
な
く
な
る
事
が

あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ

先
＝
国
保
年
金
課
（

６３
・
１
１
２
２
）

4月1日から 申請は毎年必要です

た
す
き
を
つ
な
ぎ
疾
走

市
民
駅
伝
で
ゴ
ー
ル
目
指
し

保存修理工事を行う澤井家住宅

重
文
の
澤
井
家
住
宅

保
存
修
理
に
先
立
ち
起
工
式

学生納付特例の申請�

国年保険料の学生納付特例�国年保険料の学生納付特例�

ム
の
み
な
さ
ん
が
ゴ
ー
ル
を

目
指
し
走
り
ま
し
た
（
＝
写

真
）。

松
井
ケ

丘
小
学
校

を
ス
タ
ー

ト
、
田
辺

公
園
野
球

場
を
ゴ
ー

ル
と
す
る

６
区
間
、

１７
・
８

登
録
者
を
募
集

統計調査員

申
し
込
み
３
月
３１
日
ま
で

の
賃
貸
住
宅
で
す
。

募
集
す
る
住
宅
・
戸
数
＝

レ
ス
ト
プ
レ
イ
ス
西
川
（
田

辺
中
央
六
丁
目
７
・
３
）
・

２
戸受

付
方
法
＝
先
着
順

所
得
制
限
な
ど
の
入
居
資

格
・
家
賃
の
減
額
制
度
が
あ

り
ま
す
。

受
付
・
問
合
せ
先
＝
府
住

宅
供
給
公
社
（

０
７
５
・

４
３
２
・
２
０
８
６
）

広 報 き ょ う た な べ ＜ 4 ＞

違
法
駐
車
が

消
火
の
妨
げ
に

道
路
や
公
園
な
ど
に
「
消

火
栓
」
や
「
防
火
水
槽
」
が

あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。

こ
れ
ら
は
、
消
火
活
動
で
使

用
す
る
水
を
供
給
す
る
大
切

な
も
の
で
す
。

近
ご
ろ
、
同
施
設
の
近
く

に
車
や
バ
イ
ク
・
自
転
車
な

ど
が
駐
車
し
て
い
る
こ
と
が

よ
く
あ
り
ま
す
（
＝
写
真
）。

火
災
発
生
時
、
こ
の
よ
う
な

違
法
駐
車
が
消
火
栓
や
防
火

３
月
２０
日
に

救
命
講
習
会

消
防
署
は
、
人
工
呼
吸
・

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
実
技
を

中
心
と
し
た
普
通
救
命
講
習

会
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
３
月
２０
日
（
春
分

の
日
）
午
前
９
時
〜
正
午

場
所
＝
消
防
本
部

定
員
＝
２０
人

費
用
＝
無
料

申
込
・
問
合
せ
先
＝
消
防

署
（

６３
・
１
１
２
５
）

３
月
に
な
る
と
寒
さ
も
峠

を
越
え
、
火
の
取
り
扱
い
に

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

は
、「
病
気
や
け
が
を
し
て

も
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
加
入
者
が
保
険

料
（
税
）
を
出
し
合
い
、
い

ざ
と
い
う
時
に
安
心
し
て
医

療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
」
と
作
ら
れ

対
す
る
注
意
が
緩
み
が
ち
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
時
季
は
空
気

が
乾
燥
し
風
の
強
い
日
が
多

い
た
め
、
火
災
が
大
き
く
な

り
や
す
く
、
毎
年
か
け
が
え

の
な
い
人
命
や
貴
重
な
財
産

が
数
多
く
失
わ
れ
て
い
ま

す
。消

防
本
部
は
、
こ
う
し
た

火
災
に
よ
る
悲
し
い
出
来
事

を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
市

民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り

が
防
火
意
識
を
高
め
、
火
災

の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

そ
う
と
春
の
火
災
予
防
運
動

（
３
月
１
日
〜
７
日
）
を
行

い
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
消
防
本
部

（

６３
・
１
１
２
５
）

水
槽
の
近
く
に
あ
る
と
消
火

活
動
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。

同
施
設
付
近
の
駐
車
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
消
防
署
（

６３
・
１
１
２
５
）

国保加入・脱退など届け出書類一覧�

▼家族がすでに国保に入っている時は、その保険証もお持ちください�
▼郵便局以外の振込先の通帳は、出産育児一時金・葬祭費を振り込む口�
座番号を確認するためです�

他の健康保険をやめた時�

他の市町村から転入した時�

事　　　　由�

加
　
　
　
入�

生活保護を受けるようになった時�

死亡した時�

保険証をなくしたり、汚れ
て使えなくなった時�

住所・氏名・世帯主・世帯
などが変わった時�

他の健康保険の扶養に入っ
た時�

他の健康保険の扶養から外
れた時�

他の健康保険に加入した時�

子どもが生まれた時�

生活保護を受けられなくな
った時�

他の市町村へ転出した時�

保険証・税額証明書・住民票（住民
登録を変更している場合）・印鑑�

印鑑・生活保護廃止決定通知書�

印鑑・健康保険証・振込先の通帳�

印鑑・保険証�

印鑑・保険証・生活保護開始決定通知書�

印鑑・保険証と加入した健康保険証�

印鑑・保険証と扶養に入った健康保険証�

印鑑�

印鑑・健康保険の資格喪失証明書�

手続きに必要なもの�

印鑑・健康保険の資格喪失証明書�

脱
　
　
　
退�

そ
の
他�

印鑑・保険証�

印鑑・保険証・振込先の通帳�

運転免許証などの身分を証明できる
もの・印鑑・汚損した保険証�

就学・単身赴任のため他の
市町村に下宿する時�

加
入
手
続
き
は
、
会
社
を

辞
め
た
人
や
家
族
の
扶
養
か

ら
外
れ
た
人
、
国
民
健
康
保

険
の
加
入
者
で
他
の
市
町
村

か
ら
本
市
へ
転
入
さ
れ
た
人

な
ど
、
そ
の
日
（
資
格
発
生

日
）
か
ら
１４
日
以
内
に
手
続

き
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。加

入
手
続
き
が
遅
れ
る
と

保
険
税
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
遅
れ
た
間
の

医
療
費
の
給
付
は
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
１４
日

以
内
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
災
害
な
ど
で
、

保
険
税
の
支
払
い
が
著
し
く

困
難
に
な
っ
た
時
は
、
減
免

制
度
が
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
国
保
年
金

課
（

６３
・
１
１
２
２
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

手
続
き
は
１４
日
以
内
に

遅
れ
る
と
給
付
で
き
ま
せ
ん

国民健康保険

乾燥や強風にご注意3月1日～7日

ダ
イ
エ
ッ
ト
健
康
食
品

ダ
イ
エ
ッ
ト
健
康
食
品�

ダ
イ
エ
ッ
ト
健
康
食
品

ダ
イ
エ
ッ
ト
健
康
食
品�

ダ
イ
エ
ッ
ト
健
康
食
品�

電
話
で
勧
め
ら
れ
た
も
の
は
解
約
も

小
・
中
学
校
の

講
師
を
募
集

府
山
城
教
育
局
は
、
平
成

た
社
会
保
険
制
度
で
す
。

国
保
に
加
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人
（
被
保
険
者
）

は
、
職
場
の
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人
や
生
活
保
護

を
受
け
て
い
る
人
な
ど
を
除

く
す
べ
て
の
人
で
す
（
強
制

加
入
）。

１６
年
度
小
・
中
学
校
の
講
師

を
募
集
し
ま
す
。

勤
務
地
＝
山
城
教
育
局
管

内
の
小
・
中
学
校

条
件
＝
小
・
中
学
校
の
教

員
免
許
を
所
持
し
て
い
る
こ

と
申
込
用
紙
の
配
布
先
＝
市

学
校
教
育
課

申
込
先
＝
山
城
教
育
局

く
わ
し
く
は
、
山
城
教
育

局
（

６２
・
０
０
０
８
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

①
家
の
周
囲
は
整
理
整
頓
し
、
燃
え
や
す

い
物
を
置
か
な
い

②
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
時

は
、
必
ず
火
を
消
す

③
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
は
、

絶
対
や
め
る

④
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
物
を
近

づ
け
な
い

⑤
風
の
強
い
時
は
、
た
き
火
を
し
な
い

⑥
子
ど
も
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で

遊
ば
せ
な
い

⑦
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
長
時
間
差

し
込
み
の
コ
ン
セ
ン
ト
は
時
々
外
し
て

掃
除
す
る

◎
多
く
の
火
災
は
人
の
不
注
意

が
原
因
で
発
生
し
て
い
ま
す

火
災
を
防
ぐ
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

火
災
を
防
ぐ
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト�

火
災
を
防
ぐ
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト�

広
告
や
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
に
ご
注
意
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田辺地方�
振興局�
�62-0173

田辺�
児童館�
�63-1081

普賢寺�
児童館�
�65-0153

児童�
福祉課�
�64-1376

地域子育て�
支援センター�
�62-0468

府民無料�
法律相談�

市民無料�
法律相談�

60歳以上の人を対象�

18歳未満の子どものこ
とについて、気にかか
ることなど�

乳幼児を除く市民を�
対象�

家でできる訓練の方法
や、内容について�
（来所も可）�

妊婦・乳幼児の相談、�
乳幼児の身体計測など�

弁護士による相談�
�3月19日�4月1日から電話予
約受付（土・日・祝日を除く）�

成人を対象�
電話予約受付�

弁護士による相談�
3月12日電話予約受付�

南部�
法律相談
センター�

3月17日��
13：30～15：00�
中部住民センター�

3月18日��
13：30～15：00�
飯岡公民館�

3月9日��
9：00～11：00�

保健センター（�63-2662）�

3月4日��
9：00～11：00�
保健センター�

毎週月曜日�
9：00～11：00�
保健センター�

3月15日��
13：30～16：30�
田辺地方振興局�

�4月7日��4月21日��
13：30～16：30�
市役所会議室�

老人健康�
相談�

毎週月～金曜日�
13：30～15：30�
田辺児童館�

毎週月曜日�
9：00～12：00・13：00～16：30�

普賢寺児童館�

毎週月～金曜日�
9：00～12：00・13：00～16：30�

児童福祉課�

電話相談　毎週月～金曜日�
来所相談　毎週月曜日�
9：00～16：00

発達相談�

育児相談�

家庭児童�
相談室�

すくすく�
子育て�
相談�

健康相談�

リハビリ�
相談�

京都�
弁護士会�
�075-231-2378

毎週木曜日�
13：00～17：00�

CIKビル（近鉄新田辺駅西）�

相談内容�
なやみごと�
（人権・行政）�
相談�

相談名�

妊婦�
乳幼児�
相談�

成人健康�
相談�

日時・場所� 問合せ先�

人権擁護委員・行政相
談委員による相談�

　3月10日�　中央公民館�
 24日�北部住民セ ンター
13：30～16：00

人権�
啓発課�
�62-4343

健康�
推進課�
�64-1334�
�64-1335

弁護士による有料の法
律相談（予約制・40分
5,250円）�

在宅介護に関する各種
相談、アドバイス�

3月17日��
10：00～11：30�
北部住民センター�

在宅介護�
支援相談�

高齢�
介護課�
�64-1373

乳幼児のことについ
て、気にかかることな
ど�

こころの健康に不安やお
困りの市民・家族など（専
門医による相談・予約制）�

3月10日��
14：00～15：30�

保健センター（�64-1335）�

こころの
健康相談�

※相談日が祝日の時は、相談開催日を変更する場合が�
　ありますので各担当へお問い合わせください�

弁護士に
よる無料�
法律相談�

土曜日�
なんでも�
相談�

地域福祉�
権利擁護�
相談�

司法書士�
法律相談�

生活�
なんでも�
相談�

心配ごと�
出張相談�

心配ごと�
相談�

ふれあい�
相談室�

女性の�
相談室�

消費生活�
相談�

教育相談�

相談名�

法律問題全般�
（予約制）�

日常生活全般につい
て、どんなことでもお
気軽に（予約制）�

高齢者・障害者など対象
に福祉サービスの契約な
ど生活支援について�

登記・相続・離婚問題
など（予約制）�

毎日の生活で心配なこ
と、わからないことに
ついて（日常生活全般
について）�

ひとりで悩まずどんな
ことでもご相談を�
電話・FAX・来所可�

女性による女性のため
のカウンセリング　
（予約制）�

くらしの中で購入する
物やサービスについて
の相談�

登校しぶりや不登校の
問題、学習の遅れなど
（予約制）�

相談内容�

3月5日�・25日��
13：30～16：00�
社会福祉センター�

3月13日��
10：00～12：00�
社会福祉センター�

3月10日��
13：30～16：00�
社会福祉センター�

3月5日��
13：30～16：00�
社会福祉センター�

3月30日��
13：30～16：00�

老人福祉センター常磐苑�

3月19日��
13：30～16：00�
北部住民センター�

3月5日�・15日�・25日�
13：30～16：00�
社会福祉センター�

毎週月～金曜日�
9：00～16：00�
社会福祉センター�

12：30～16：30�
● 3 日�    大住小学校�
　　　　　    �62-0046�
●10日�    松井ケ丘小学校�
　　　　　　�62-8888�
●11日�    桃園小学校�
　　　　　　�63-6335�
　　　　　　田辺東小学校�
　　　　　　�62-4348�
●16日�     三山木小学校�
　　　　　　�62-1055�
●18日�     中央公民館�
　　　　　　�62-2552�
●25日�     薪小学校�
　　　　　　�63-2000

3月4日�・18日��
13：30～16：30�
市役所会議室�

毎週水・金曜日�
13：30～16：00�
市役所306会議室�

日時・場所�

�
�

学校�
教育課内
教育相談�
�63-4488

政策�
推進課�
�64-1309

産業�
振興課�
�64-1360

問合せ先�

社会福祉�
協議会�
�62-5447�
�65-4962

�
��

中
　
央�

体
育
館�

北�

京田辺�
市役所�

市道草内薪線�

田辺西�
IC 国道307号�

府
道
八
幡
木
津
線�

田辺�
中学校�

中央�
公民館�

消防署�

保　　健�
センター�

　
京
奈
和
自
動
車
道

P

駐車場�

※保健センター駐車場が満車の時は、上記の駐車場をご利用ください。�

保健センター駐車場の案内�

毎週日曜日・祝日�
受付時間＝8：30～14：30�

場所＝保健センター内（�63-2662）�

休日応急診療所開設のお知らせ�

日にち�種別� 対　　　象�

受付時間＝13：30～14：30�
場所＝保健センター　　　�
問合せ先＝健康推進課（�64-1334）�

予防接種の日程�

愛の献血�
3月24日��

10：30～12：00　13：30～15：30　�
田辺公民館�

三種混合�

3月18日��
3月2日�� 2月生まれおよび申込者�

生後6～18か月の乳幼児で�

3月生まれおよび申込者�

ツベルク
リン反応�3月15日��

15年10月生まれおよび申込者�

※2日後の判定・ＢＣＧに来てください�

判定・�
ＢＣＧ�

3月17日��3月15日にツ反を受けた人のみ対象�

中央図書館�

中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�

中央図書館中部分室�

新
し
い
本
の
紹
介�

中央図書館�

中央図書館北部分室�

中央図書館�

新しい本の紹介�

�65－2500　�65－1222

中央図書館中部分室�

新
し
い
本
の
紹
介�

中央図書館�

中央図書館北部分室中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�

中央図書館北部分室�
北部住民センター内�

�63－0499　�63－7956

中央図書館中部分室�

新
し
い
本
の
紹
介�

中央図書館�

中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�

中央図書館中部分室中央図書館中部分室�中央図書館中部分室�
中部住民センター内�

�64－8833　�64－8820

新
し
い
本
の
紹
介�

おはなし会
3月6日 …七羽のカラス 13日 …カ

チカチ山 17日 …はじめてのおるすば
ん 27日 …赤ずきん 4月3日 …赤ん
坊おばけ
時間＝ 水曜日…午後3時30分～４時
土曜日…午後3時～3時30分
話し手＝ 水曜日…図書館職員 土曜日
…図書館サークルのいろりの会

3月のギャラリー
「パレットの会　油絵展」：渋川正

代＝2日 ～7日 そよかぜ幼稚園年
長児にじみ絵展」：そ
よかぜ幼稚園＝9日 ～
14日 墨遂会　書
作展」：加藤津夜子＝
16日 ～21日 。ただ
し、20日
は除きます 子ども
読書絵手紙コンテスト
作品展」：府立図書
館＝23日 ～28日 。
ただし、26日 は除きます アートフ

おはなし会
3月6日 …カンチルと巨人 13日 …

それからのうさぎ 24日 …ぞうくんのさ
んぽ 27日 …てぶくろ（テーブル人形劇）
4月3日 …おたのしみ
時間＝ 水曜日…午後3時30分～4時 土
曜日…午前11時～11時30分
話し手＝ 水曜日…図書館職員 土曜日
…図書館サークルのおはなしバスケット

おはなし会
3月10日 午後3時30分から…ももたろう
話し手＝図書館職員

3月の映画会
13日…ネバーエンディング・ストー

リー 27日…フラバー
いずれも土曜日の午前10時30分から

ラワーと創作紙粘土展」～花と人形の部屋
～：軽野孝栄＝30日 ～4月4日
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自転車を安全に利用しましょう！�
　平成15年中、田辺署管内（京田辺市・井手町・宇治
田原町）では、383件の交通事故が発生し、4人が死
亡、490人が負傷しました。�
　そのうち、自転車が関係する事故は、55件発生。自
転車は手軽で安全な乗り物ですが、信号無視や一時不
停止など自転車の違反が目立ちます。交通ルールをし
っかり守り、安全に利用しましょう。�

【見直そう！自転車の乗り方】�
◎　道路の左端を通行しましょう！�
◎　信号を必ず守りましょう！�
◎　一時停止標識のある交差点では、�
　必ず止まって安全を確かめましょう！�
◎　夜間はライトをつけましょう！�
◎　傘さし運転や２人乗りをしてはいけ�
　ません。�

バイク・自転車盗が多く発生しています。�
しっかり施錠し、被害に遭わないように注意しましょう。�

田辺警察署　�63-0110

７
カ
国
語
で
話
そ
う

講
演
会
開
き
ま
す

言
語
交
流
研
究
所
・
ヒ
ッ

ポ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
、

「
７
カ
国
語
で
話
そ
う
」（
後

援
＝
市
な
ど
）を
開
き
ま
す
。

文
法
を
や
ら
な
い
・
テ
キ

ス
ト
も
使
わ
な
い
・
耳
で
聞

い
て
聞
こ
え
た
と
お
り
に
話

す
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
い
う
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
む
、
同
研
究
所
活
動
の

講
師
が
自
身
の
身
近
な
体
験

談
を
交
え
て
話
す
講
演
会
で

す
。日

時
＝
①
３
月
１０
日

午

前
１０
時
３０
分
〜
午
後
０
時
３０

分
②
１３
日

午
後
２
時
〜
４

市
は
、
５
月
９
日

に
中

央
公
民
館
で
開
く
「
子
ど
も

の
主
張
大
会
」
の
出
場
者
を

募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ
＝
日
常
生
活
や
学

校
な
ど
で
、
日
ご
ろ
考
え
て

春
の
ぽ
か
ぽ
か
陽
気
の
青

空
の
下
、
自
然
の
中
で
「
川

西
い
ち
ご
」
を
満
足
い
く
ま

で
堪
能
し
ま
せ
ん
か
。

木
津
町
公
園
都
市
緑
化

協
会
は
、
緑
と
ふ
れ
あ
い
桜

ま
つ
り
を
開
き
ま
す
。

琴
や
尺

八
、
弦
楽

ア
ン
サ
ン

ブ
ル
の
演

奏
を
聞
き

な
が
ら
、

桜
の
下
で

お
抹
茶
と

お
菓
子
を

味
わ
う
こ

と
が
で
き

ま
す
。

日
時
＝

４
月
１０
日

午
前
１０

時
〜
午
後

暮
ら
し
と
水
を

テ
ー
マ
に
講
演

特
定
非
営
利
活
動
法
人
や

ま
し
ろ
里
山
の
会
は
、
自
然

と
環
境
講
演
会
（
後
援
＝
教

育
委
員
会
な
ど
）
を
開
き
ま

す
。

けいはんな�けいはんな�

府
道
八
幡
木
津
線

府
道
八
幡
木
津
線

近
鉄
京
都
線

近
鉄
京
都
線

煤 谷 川 �煤 谷 川 �

山
手
幹
線

山
手
幹
線�

山
手
幹
線�

精華下狛精華下狛�
IC
精華下狛�
ICい

ち
ご
園
受
付
所�

京
奈
和
自
動
車
道

京
奈
和
自
動
車
道�

京
奈
和
自
動
車
道�

い
る
こ
と
や
体
験
を
通
し
て

感
じ
た
こ
と
、
主
張
し
た
い

こ
と応

募
資
格
＝
市
内
に
在
住

す
る
小
・
中
学
生
。た
だ
し
、

平
成
１６
年
３
月
に
卒
業
す
る

中
学
３
年
生
は
除
き
ま
す

応
募
数
＝
１
人
１
点
（
４

０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
４
枚

ま
た
は
１
６
０
０
字
以
内
）

応
募
方
法
＝
住
所
・
氏

名
・
ふ
り
が
な
・
年
齢
・
学

時
場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー講

師
＝
①
言
語
交
流
研
究

所
常
務
理
事
の
村
田
幹
雄
さ

日
時
＝
３
月
６
日

午
後

１
時
３０
分
〜
４
時
２０
分

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ーテ

ー
マ
＝
暮
ら
し
と
水

講
師
＝
琵
琶
湖
・
淀
川
水

質
保
全
機
構
事
務
局
長
の
穂

波
宣
員
さ
ん

参
加
費
＝
無
料

申
込
・
問
合
せ
先
＝
特
定

非
営
利
活
動
法
人
や
ま
し
ろ

里
山
の
会
（

６４
・
４
１
８

３
）

校
名
・
新
学
年
・
電
話
番
号

を
書
い
て
、
児
童
福
祉
課
へ

郵
送
・
電
子
メ
ー
ル
ま
た
は

持
参
し
て
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
４
月
２
日

応
募
・
問
合
せ
先
＝
児
童

福
祉
課
（
〒
６
１
０
・
０

３
９
３
京
田
辺
市
田
辺
８０
、

６４
・
１
３
７
７
、
電
子

メ

ー

ル

ア

ド

レ

ス

jido@
kyotanabe.jp)

ん
②
同
研
究
所
研
究
員
の
北

野
眞
吾
さ
ん
と
北
野
永
里
子

さ
ん参

加
費
＝
無
料

当
日
は
無
料
託
児
室
も
あ

り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
言
語

交
流
研
究
所
・
ヒ
ッ
ポ
フ
ァ

ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（

０
１
２

０
・
５
５
７
・
７
６
１
）

リサイクル�
情　　　報�

行　　　政�
トピックス�

社会体育�
協　　会�

野外活動�
センター�

学研都市�

図 書 館 �

消防団�

福　祉�

国　保� 年　金�

保　健� 税� 相 　 談 �統　計�

消　防�e t c .

中　央�
公民館�

田　辺�
児童館�

中　央�
体育館�

耳より耳より�
情　報情　報�

文　化�
協　会�

募　集�
します�

国保年金�

とうちく�

消費生活�
メ　　モ�

田辺公園�
プ ー ル�

社会福祉�
協 議 会�

水 　 道 �下水道�

耳より�
情　報�

国　際�
交　流�

せせらぎ� 常磐苑�
普賢寺�
児童館� 警 　 察 �観光協会�

３
時雨

天
時
は
４
月
１１
日

に

順
延
し
、
順
延
日
が
雨
天
時

は
中
止
し
ま
す
。

場
所
＝
木
津
町
ふ
れ
あ
い

広
場く

わ
し
く
は
、
木
津
町
学

研
企
画
課
（

７２
・
０
５
０

１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

炭
火
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

パ
ー
テ
ィ
ー
も
で
き
ま
す
。

期
間
＝
２
月
２８
日

〜
５

月
３０
日

（
予
約
制
）

開
園
時

間
＝
午
前

１０
時
〜
午

後
４
時

入

園

料
＝
▼
大

人
（
中
学

以
上
）
…

１
１
０
０

円
▼
小
学

生
…
９
０

０
円
▼
幼

児
（
３
歳

以
上
）
…

６
０
０
円

た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
・

祝
日
は
２
０
０
円
増
し
で

す
。問

合
せ
先
＝
▼
精
華
町
川

西
観
光
苺
園
（

９４
・
５
２

３
０
▼
精
華
町
農
林
商
工
課

（

９５
・
１
９
０
３
）

相　楽�
小学校�

神　田�
バス停�

木津町�
役　場�

至京都�至大阪�

近
鉄
京
都
線

近
鉄
京
都
線

�

府
道
八
幡
木
津
線 府

道
八
幡
木
津
線

�

府
道
八
幡
木
津
線�

木
津
川
台�

相
楽
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン�

JR片町線�

至
京
都�

至
京
都�

Ｊ
Ｒ
奈
良
線�

Ｊ
Ｒ
関
西
本
線�

山
松
川�

鹿
　
川�

木  

津�

西木津�

至
大
阪�

国道163号線�

中央体育館�

ふれあい広場�ふれあい広場�

高
の
原�

木
津
川
台�

山
田
川�

国
道
24
号
線�近

鉄
京
都
線�

ふ
れ
あ
い
広
場�

考
え
て
い
る
こ
と
・
感
じ
た
こ
と
…

子
ど
も
の

主
張
大
会

緑
と
ふ
れ
あ
い

４
月
１０
日

桜
ま
つ
り

川
西
い
ち
ごい

か
が
で
す
か

２
月
２８
日
〜

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

222222222222222222222

222222222222222222222

桜
の
下
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

甘～いいちごをどうぞ

北
部
ふ
れ
あ
い
祭
実
行
委
員
会
は

「
北
部
ふ
れ
あ
い
祭
」
を
開
き
ま
す
。

開
催
期
間
＝
３
月
１２
日

〜
１４
日

場
所
＝
北
部
住
民
セ
ン
タ
ー

内
容
・

時
間
＝
◎

１２
日

…

社
交
ダ
ン

ス
パ
ー
テ
ィ
ー
・
午
後
６
時
３０
分
〜
９

時
３０
分
◎
１３
日

…
▼
作
品
展
示
・
午

前
９
時
〜
午
後
８
時
▼
大
住
中
学
校
吹

奏
楽
部
コ
ン
サ
ー
ト
・
午
後
０
時
３０
分

〜
１
時
▼
舞
台
発
表
・
午
後
２
時
〜
３

時
▼
カ
ラ
オ
ケ
大
会
・
午
後
６
時
３０
分

〜
１０
時
◎
１４
日

…
▼
舞
台
発
表
、
作

品
展
示
・
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分

▼
お
茶
席

と

模

擬

店
・
午
前

９
時
３０
分

か
ら問

合
せ
先
＝
北
部
ふ
れ
あ
い
祭
実
行

委
員
会
（
北
部
住
民
セ
ン
タ
ー
内
、

６３
・
７
９
５
５
）

北
部
住
民
セ
ン
タ
ー
で

１２
〜
１４
日

ふ
れ
あ
い
祭
開
き
ま
す

ふ
れ
あ
い
祭
開
き
ま
す�

ふ
れ
あ
い
祭
開
き
ま
す�

H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
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観
光
協
会
は
、
ハ
イ
キ
ン

グ
を
楽
し
み
、
さ
ま
ざ
ま
な

市
は
、
親
子
教
室
を
開
き

ま
す
。

日　時� 定員�

2
歳
児�

内　　　容�

親子でいっしょ
に楽しむ身体遊
びや、感触遊び
をします。�

ごっこ遊び・リ
ズム遊び・手遊
び・体育的遊び・
お絵かきなど、
家庭でも活用し
て楽しめること
を、集団の中で
遊びます。�

1
歳
児�

0
歳
児�

クラス・対象児の生年月日�

平成13年4月2日～

　　14年4月1日�

　　　生まれの人�

平成14年4月2日～

　　15年4月1日�

　　　生まれの人�

平成15年4月2日～

　　15年9月30日�

　　　生まれの人�

毎週火曜日�
午前・午後�

毎週水曜日�
午 前 �

毎週水曜日�
午 後 �

毎週木曜日�
午前・午後�

毎週金曜日�
午前・午後�

各
　
　
20�
　
　
人�

親子教室のクラス・内容�

児
童
館
で
親
子
教
室

児
童
館
で
親
子
教
室�

児
童
館
で
親
子
教
室

児
童
館
で
親
子
教
室�

児
童
館
で
親
子
教
室�

開
催
日
＝
４
月
１９
日

〜

７
月
９
日

の
間
で
各
ク
ラ

ス
の
実
施
日

時
間
＝
▼
午
前
の
部
…
午

前
１０
時
〜
１１
時
▼
午
後
の
部

…
午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０

分
場
所
＝
普
賢
寺
児
童
館

内
容
＝
上
表
の
と
お
り

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き

の
往
信
用
に
参
加
希
望
ク
ラ

ス
（
実
施
日
と
午
前
・
午

後
）
・
住
所
・
氏
名
（
親
子

と
も
ふ
り
が
な
）、
子
ど
も

の
性
別
と
生
年
月
日
、
電
話

番
号
・
初
め
て
参
加
す
る
人

は
、
は
が
き
に
「
初
参
加
」

を
、
返
信
用
の
表
に
住
所
・

氏
名
を
書
い
て
送
付
し
て
く

だ
さ
い

応
募
者
多
数
の
時
は
、
抽

選
し
ま
す
。

た
だ
し
、
初
め
て
の
人
・

今
年
度
前
期
開
催
分
の
抽
選

イベント楽しみ名所巡り�イベント楽しみ名所巡り�イベント楽しみ名所巡り�

も
れ
の
人
な
ど
を
優
先
し
ま

す
。し

め
き
り
＝
３
月
１５
日

イ
ベ
ン
ト
を
体
験
し
て
本
市

の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
花
見
ウ
ォ
ー
ク
を
開
き
ま

す
。日

時
＝
４
月
４
日

（
雨

天
決
行
）
午
前
９
時
〜
午
後

３
時受

付
時
間
＝
午
前
９
時
〜

１０
時受

付
・
ス
タ
ー
ト
場
所
＝

観
光
案
内
所（
商
工
会
館
内
）

ゴ
ー
ル
場
所
＝
普
賢
寺
ふ

れ
あ
い
の
駅

コ
ー
ス
＝
観
光
案
内
所→

一
休
寺→

甘
南
備
山→

田
辺

公
園→

酒
屋
神
社→

観
音
寺

→

普
賢
寺
ふ
れ
あ
い
の
駅

距
離
＝
約
１１

イ
ベ
ン
ト
場
所
・
時
間
・

内
容
＝
▼
一
休
寺
・
午
前
９

時
〜
１１
時
・
同
寺
拝
観
▼
甘

南
備
山
・
午
前
１０
時
〜
正

午
・
お
茶
の
接
待
▼
観
音

寺
・
午
前
１１
時
〜
午
後
３

時
・
同
寺
拝
観
、
野
だ
て
、

菜
の
花
摘
み
、タ
ケ
ノ
コ
鍋
、

模
擬
店

参
加
料
＝
▼
大
人
（
高
校

生
以
上
）
…
５
０
０
円
▼
子

ど
も
（
小
・
中
学
生
）
…
２

０
０
円
▼
幼
児
以
下
…
無
料

申
込
方
法
＝
代
表
者
の
氏

名
・
年
齢
・
郵
便
番
号
・
住

所
・
電
話
番
号
・
参
加
人
数

（
大
人
・
子
ど
も
・
幼
児
別

に
）
を
書
い
て
、
は
が
き
・

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い当

日
参
加
の
人
は
一
部
の

イ
ベ
ン
ト
に
は
参
加
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
必
ず
事
前
申
し

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

し
め
き
り
＝
３
月
２２
日

申
込
・
問
合
せ
先
＝
観
光

案
内
所
（
〒
６
１
０
・
０

桜の下で弁当いかが�桜の下で弁当いかが�
参加者を対象に販売します

市
は
、
近
年
急
増
し
て
い

る
不
法
投
棄
に
対
す
る
監
視

強
化
策
と
し
て
、
市
内
の
不

法
投
棄
が
多
く
発
生
し
て
い

る
所
へ
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置

し
ま
し
た
（
＝
写
真
）。

も
し
、
カ
メ
ラ
ら
し
い
も

の
な
ど
を
見
か
け
た
時
は
、

絶
対
に
手
を
触
れ
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
不
法
投
棄
や
産
業

廃
棄
物
の
放
置
は
初
期
対
応

が
重
要
で
す
。
不
審
な
物
な

ど
が
放
置
さ
れ
て
い
る
こ
と

カ
メ
ラ
で

カ
メ
ラ
で
２４
時
間
監
視

時
間
監
視�

カ
メ
ラ
で
２４
時
間
監
視�

不法投棄が多く発生する場所に設置

関
西
に
春
の
訪
れ
を
告
げ

る
奈
良
・
東
大
寺
二
月
堂
の

「
お
水
取
り
」
で
、
か
ご
松

明
に
使
う
竹
を
届
け
る
「
竹

送
り
」
が
２
月
１１
日
、
山
城

松
明
講
（
講
社
長
＝
松
村
茂

さ
ん
、
１５
人
）
の
み
な
さ
ん

の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し

た
。今

年
送
り
届
け
た
竹
は
７

本
。
講
員
ら
は
午
前
８
時
に

普
賢
寺
地
区
の
竹
藪
へ
入

り
、
竹
を
根
が
付
い
た
ま
ま

掘
り
起
こ
し
、
観
音
寺
へ
。

観
音
寺
で
道
中
の
安
全
祈
願

を
受
け
て
、「
お
水
取
り
松

明
竹
」
と
書
い
た
札
を
つ
け

た
竹
を
先
頭
に
二
月
堂
に
向

け
出
発
し
ま
し
た
。

竹
は
そ
れ
ぞ
れ
長
さ
が
約

７
・
５

、
重
さ
は
約
６０

で
、
講
員
ら
や
見
物
に
訪
れ

た
観
光
客
が
肩
に
担
い
だ

り
、
大
八
車
な
ど
を
使
っ
て

東
大
寺
ま
で
送
り
届
け
ま
し

た
。

観音寺では境内の「桜」と参道沿いの「菜の花」の
競演が見物

花　　見
ウォーク 新緑の一休寺から花満開の観音寺へ

観光協会は、花見ウォークに参加
する人を対象に花見弁当を予約販売
します。
料金＝千円（消費税を含みます）
受付方法＝観光案内所へ代金を持
参するか、郵送による郵便為替で受
け付けます
しめきり＝3月22日
受付・問合せ先＝観光案内所（
68-2810）

一
緒
に
楽
し
み
遊
び
ま
せ
ん
か

普 賢 寺

申
込
・
問
合
せ
先
＝
普
賢

寺
児
童
館
（
〒
６
１
０
・
０

３
２
３
京
田
辺
市
水
取
門
田

６
・
３
、
６５
・
０
１
５
３
）

夏
期
利
用
の

受
付
始
ま
る

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
は
、

７
・
８
月
の
施
設
使
用
の
申

し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
開
始
日
＝
▼
市
内
の

団
体
…
４
月
９
日

▼
市
内

の
個
人
…
４
月
１６
日

▼
市

外
の
団
体
…
５
月
７
日

▼

市
外
の
個
人
…
５
月
２１
日

受
付
開
始
時
間
＝
午
前
９

時
か
ら

受
付
・
問
合
せ
先
＝
野
外

活
動
セ
ン
タ
ー
（

６２
・
２

８
１
６
）

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
は
、

宿
泊
施
設
や
木
工
作
な
ど
が

で
き
る
ク
ラ
フ
ト
室
、
芝
生

広
場
な
ど
が
あ
り
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
ア
ウ
ト
ド
ア

が
楽
し
め
る
施
設
で
す
。

送
り
届
け
る
竹
に
「
家
内
安
全
」

な
ど
を
書
き
込
む
松
村
講
社
長

㊤
真
竹
を
肩
に
担
ぎ
観
音
寺
を

出
発
す
る
み
な
さ
ん
（
い
ず
れ

も
２
月
１１
日
、
観
音
寺
で
）

お
水
取
り
の
か
ご
松
明
で
使
う

竹
を
東
大
寺
へ
送
る

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F

３
３
４
京
田
辺
市
田
辺
中

央
４
・
３
・
３
商
工
会
館

内
、

６８
・
２
８
１
０
、

６８
・
２
８
１
７
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.ikkyu-

land.gr.jp

）

ゴ
ー
ル
地
点
の
普
賢
寺
ふ

れ
あ
い
の
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
三
山

木
駅
・
近
鉄
三
山
木
駅
ま
で

無
料
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
、

正
午
か
ら
午
後
５
時
ま
で
運

行
し
ま
す
。

に
気
づ
い
た
時
は
、
お
手

数
で
す
が
生
活
環
境
課
（

６４
・
１
３
６
６
、

６３
・
３
３

６
２
、
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

seikatu@
kyotanabe.j

p

）
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

生
活
環
境
保
全
は
、
行
政

と
市
民
が
一
体
と
な
る
こ
と

で
そ
の
効
果
が
現
れ
ま
す
。

市
は
、
今
月
号
か
ら
１０
回
に

わ
た
り
「
生
活
環
境
」
に
関

す
る
話
題
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。①

不
法
投
棄
監
視
カ
メ
ラ

②
土
地
管
理
の
自
己
責
任

③
イ
ヌ
の
飼
養
管
理

④
ネ
コ
の
飼
養
管
理

⑤
空
き
地
の
除
草

⑥
市
民
一
斉
清
掃

⑦
野
焼
き

⑧
ハ
チ
の
巣
の
処
置

⑨
浄
化
槽
の
適
正
管
理

⑩
廃
棄
物
の
処
理


